
平
等
院
鳳
凰
堂
扉
絵
と
現
世
往
生

（527）818

は
じ
め
に

　

平
等
院
は
周
知
の
よ
う
に
、
藤
原
頼
通
が
宇
治
の
別
業
を
寺
院
に
改
め
た
も

の
で
あ
る
。
鳳
凰
堂
は
、
そ
の
阿
弥
陀
堂
と
し
て
造
営
さ
れ
、
天
喜
元
年
（
一

〇
五
三
）
に
落
慶
供
養
さ
れ
た
。
池
水
に
臨
み
浄
土
変
相
図
中
の
宝
楼
閣
を
連

想
さ
せ
る
優
美
な
外
観
は
浄
土
の
光
景
の
再
現
と
評
さ
れ
、
そ
の
壁
と
扉
に
描

か
れ
た
「
九
品
来
迎
図
」
は
仏
菩
薩
の
来
迎
と
共
に
季
節
感
豊
か
な
風
景
を
示

し
、
大
和
絵
系
四
季
絵
の
代
表
と
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
扉
絵
の
図
様

と
配
置
に
込
め
ら
れ
た
世
界
観
を
検
討
し
、
鳳
凰
堂
が
、
い
か
な
る
信
仰
空
間

と
し
て
構
想
さ
れ
た
の
か
を
考
察
し
た
い
。

一
、
扉
絵
の
景
観
と
宇
治

１
、
扉
絵
の
概
要
と
構
成

　

鳳
凰
堂
壁
扉
画
（
以
下
扉
絵
）
に
つ
い
て
は
既
に
先
学
の
数
多
く
の
研
究
が

あ
る
）
1
（

。
そ
の
中
で
、
戦
後
の
本
格
修
理
に
伴
う
科
学
的
調
査
結
果
を
盛
り
込
ん

だ
『
平
等
院
大
観
』（
以
下
『
大
観
』）
の
分
析
と
記
述
は
、
現
時
点
で
の
鳳
凰

堂
研
究
の
到
達
点
と
い
え
る
。
本
章
で
は
ま
ず
、
こ
の
『
大
観
』
に
詳
述
さ
れ

た
扉
絵
の
報
告
を
踏
ま
え
て
図
様
の
概
要
と
特
色
を
考
え
る
。
な
お
扉
絵
は
損

傷
が
著
し
く
、
田
中
訥
言
筆
や
土
佐
家
伝
世
の
江
戸
期
模
本
に
基
づ
い
て
各
場

面
が
復
元
さ
れ
て
お
り
、『
大
観
』
と
本
稿
も
基
本
的
に
こ
の
復
元
模
写
図
を

参
考
に
し
て
い
る
。

　

鳳
凰
堂
内
部
の
東
西
南
北
の
扉
六
カ
所
と
壁
面
四
カ
所
に
は
、
山
野
風
景
と

共
に
来
迎
す
る
阿
弥
陀
聖
衆
が
描
か
れ
る
（
壁
面
と
正
面
中
央
扉
は
当
初
の
物

が
遺
存
し
な
い
）。
観
無
量
寿
経
の
九
品
往
生
段
の
経
文
が
短
冊
形
に
貼
付
さ

平
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れ
「
秋
八
月
」
な
ど
の
墨
書
が
残
る
こ
と
か
ら
、
主
題

は
九
品
来
迎
図
で
、
各
方
位
に
春
夏
秋
冬
を
当
て
は
め

た
表
現
だ
と
分
か
る
（
図
①
）。
自
然
景
の
中
に
は
杜

鵑
や
紅
葉
な
ど
季
節
の
景
物
が
あ
し
ら
わ
れ
る
。

　

注
意
し
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
が
「
九
品
来
迎
図
」
で

あ
り
な
が
ら
画
面
の
大
半
を
山
野
風
景
が
占
め
、
仏
菩

薩
は
添
景
の
如
く
抑
制
的
に
描
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
も
各
場
面
の
聖
衆
は
二
十
体
前
後
で
共
通
し
、
そ

の
数
や
構
成
比
で
九
品
の
差
異
を
示
す
経
説
に
忠
実
で

は
な
い
。
聖
衆
の
存
在
感
の
乏
し
さ
と
瑞
々
し
い
風
景

描
写
を
併
せ
考
え
る
と
、
扉
絵
の
主
役
は
む
し
ろ
四
季

の
景
物
の
よ
う
に
思
え
る
。

　

扉
絵
は
、
家
永
三
郎
氏
が
「
大
和
絵
の
四
季
絵
・
名

所
絵
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
大
和
絵
系
四
季
絵
の
先
蹤

と
さ
れ
る
）
2
（

。
そ
の
背
景
は
京
都
郊
外
で
今
も
目
に
す
る

光
景
で
、
同
時
代
の
来
迎
図
に
見
ら
れ
る
抽
象
的
背
景

と
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
山
野
の
形
勢
は
東
面
で

は
急
峻
な
山
が
重
な
り
、
北
、
南
面
で
は
緩
や
か
な
山

並
み
が
視
界
の
奥
ま
で
続
く
。
こ
れ
は
、
東
に
喜
撰
山

な
ど
四
百
㍍
級
の
山
が
連
な
り
、
北
に
宇
治
川
を
挟
み

洪
積
段
丘
が
広
が
る
一
方
、
南
側
は
緩
や
か
な
稜
線
が

山
城
盆
地
を
包
む
平
等
院
周
辺
の
実
際
の
地
勢
と
似
通

図①　鳳凰堂中堂平面図（『平等院大観三　絵画』岩波書店、1992年）
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い
、
宇
治
の
実
景
を
取
り
込
ん
だ
か
の
よ
う
だ
。
そ
こ
で
次
に
、
扉
絵
に
描
か

れ
た
景
物
と
宇
治
に
、
い
か
な
る
関
係
が
見
い
だ
せ
る
の
か
考
え
た
い
。

２
、
宇
治
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ

　

扉
絵
に
は
四
季
を
代
表
す
る
景
物
が
描
か
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
古
来
、
宇
治

を
象
徴
し
て
き
た
要
素
が
複
数
認
め
ら
れ
る
。
順
次
示
す
と
、

　

▼
網
代
＝
南
側
の
下
品
上
生
図
（
秋
）
に
は
、
激
流
の
中
に
朽
ち
た
網
代
が

描
か
れ
る
（
図
②
）。
網
代
と
は
川
の
瀬
に
竹
や
木
を
編
み
、
簀
を
当
て
て
魚

を
捕
る
用
具
。
鮎
や
モ
ロ
コ
な
ど
主
に
淡
水
域
の
魚
類
を
捕
る
た
め
湖
沼
や
河

川
に
設
け
ら
れ
、
広
義
に
は
簗
や
魞
も
含
ま
れ
る
）
5
（

。

　

網
代
は
古
来
、
宇
治
の
代
表
的
モ
チ
ー
フ
と
さ
れ
、
柿
本
人
麿
の
「
も
の
の

ふ
の
八
十
氏
河
の
網
代
木
に
い
ざ
よ
う
波
の
行
方
知
ら
ず
も
」（
万
葉
集
二
六

四
）
6
（

）
な
ど
多
く
の
文
学
作
品
に
登
場
す
る
。『
中
右
記
』
に
は
白
河
上
皇
が
網

代
見
物
の
た
め
平
等
院
に
赴
い
た
記
録
も
見
ら
れ
る
）
7
（

。

　

▼
鹿
＝
同
図
で
は
三
頭
の
鹿
も
描
か
れ
る
。「
わ
が
庵
は
都
の
た
つ
み
鹿
ぞ

す
む
世
を
う
ぢ
山
と
人
は
い
ふ
な
り
」（
喜
撰
法
師
『
古
今
和
歌
集
）
8
（

』）
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
鹿
も
宇
治
と
一
体
的
に
詠
み
込
ま
れ
て
き
た
素
材
で
あ
る
。

　

▼
馬
＝
北
側
の
中
品
上
生
図
（
春
）
に
は
水
辺
に
四
頭
の
馬
が
描
か
れ
る
。

当
時
、
宇
治
川
沿
岸
に
は
官
営
牧
場
「
美
豆
原
の
牧
」
が
あ
り
、
歌
枕
や
屏
風

歌
の
素
材
と
な
っ
た
）
9
（

。

　

▼
柴
舟
＝
同
図
に
は
、
菅
笠
姿
の
女
と
薪
を
乗
せ
た
刳
り
舟
、
左
右
に
柴
を

振
り
分
け
川
に
向
か
う
菅
笠
姿
の
女
も
描
か
れ
る
。
秋
山
光
和
氏
に
よ
る
と
宇

治
川
の
対
岸
に
は
当
時
、
荘
園
「
炭
山
」
が
存
在
し
、
薪
炭
は
宇
治
川
の
主
要

な
荷
役
だ
っ
た
と
い
う
）
10
（

。
運
搬
船
の
柴
舟
は
十
三
世
紀
以
降
の
絵
画
で
の
宇
治

の
主
要
モ
チ
ー
フ
だ
が
、本
図
は
早
い
段
階
の
例
と
思
わ
れ
る
。源
氏
物
語
「
浮

舟
」
で
「
宇
治
橋
の
は
る
ば
る
と
見
渡
さ
る
る
に
、
柴
積
み
舟
の
所
々
に
行
き

ち
が
ひ
た
る
な
ど
）
11
（

」、
和
歌
に
も
「
暮
れ
て
い
く
春
の
湊
は
し
ら
ね
ど
も
霞
み

に
お
つ
る
宇
治
の
柴
舟
」（『
新
古
今
和
歌
集
』
寂
蓮
）
と
あ
る
）
12
（

。

　

▼
柳
＝
同
図
で
は
芽
吹
い
た
柳
の
大
樹
、
上
品
中
生
図
（
夏
）
で
は
川
辺
に

三
株
の
柳
が
描
か
れ
る
。
柳
も
当
時
、
源
氏
物
語
や
漢
詩
文
で
は
宇
治
川
と
ワ

図②　南扉下品上生図の網代と人物
（部分、『平等院大観三　絵画』）
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ン
セ
ッ
ト
で
表
さ
れ
た
）
13
（

。

　

な
お
、
今
日
で
は
宇
治
の
代
名
詞
で
あ
る
「
宇
治
橋
」
は
家
永
氏
に
よ
る
と

摂
関
時
代
に
は
ま
だ
歌
中
に
登
場
せ
ず
）
14
（

、
横
田
忠
司
氏
に
よ
る
と
歌
枕
と
し
て

の
定
着
は
中
世
だ
と
い
う
）
15
（

。
従
っ
て
、
本
図
で
必
ず
し
も
宇
治
橋
が
明
示
的
に

描
か
れ
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

宇
治
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
の
登
場
は
一
見
名
所
絵
の
よ
う
だ
が
、
寺
島
恒

世
氏
ら
の
研
究
に
よ
る
と
当
時
の
名
所
絵
は
、
実
景
で
な
く
伝
世
さ
れ
た
イ

メ
ー
ジ
「
伝
々
説
」
に
従
っ
て
描
か
れ
た
と
い
う
）
16
（

。
一
方
、
本
図
の
景
物
表
現

は
具
体
的
で
リ
ア
ル
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
仏
画
の
聖
衆
来
迎
図
と
景
物
画
は
機

能
が
異
な
り
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
は
唐
突
感
が
あ
る
）
17
（

。
こ
れ
ら
は
む
し
ろ
、

宇
治
の
現
実
風
景
と
季
節
の
景
物
を
写
生
的
に
取
り
込
ん
だ
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
扉
絵
の
一
部
に
、
宇
治
の
実
景
と
し
か
思
え
な
い
描
写
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
３
）
舞
台
と
し
て
の
巨
椋
池

　

近
年
、
日
想
観
を
描
く
西
扉
に
つ
い
て
、
修
復
に
伴
う
東
京
文
化
財
研
究
所

の
蛍
光
Ｘ
線
調
査
（
二
〇
〇
五
〜
〇
七
年
）
に
よ
る
詳
し
い
図
様
が
明
ら
か
に

な
り
、
学
術
的
復
元
画
と
線
描
画
が
公
開
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
他
の
日
想
観

図
同
様
、
広
大
な
水
面
と
沈
む
夕
日
、
礼
拝
女
性
が
描
か
れ
る
が
、
水
中
の
小

島
の
よ
う
な
陸
地
の
水
際
と
水
面
中
央
に
、
琵
琶
湖
な
ど
で
見
ら
れ
る
魞
に
似

た
架
構
物
が
二
カ
所
描
か
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
（
図
③
）。
調
査
し
た

荒
木
恵
信
氏
は
報
告
書
で
「
魚
を
捕
る
た
め
の
仕
掛
け
で
あ
ろ
う
か
、
細
い
横

線
を
段
違
い
に
順
序
よ
く
描
い
た
格
子
状
の
も
の
が
確
認
で
き
、
こ
れ
と
同
じ

も
の
が
水
面
に
も
二
カ
所
確
認
で
き
る
」
と
し
）
18
（

、
平
等
院
鳳
翔
館
の
太
田
亜
希

学
芸
員
も
展
示
解
説
で
「
網
代
（
魚
を
取
る
仕
掛
け
）」
と
し
て
い
る
）
19
（

。

　

網
代
が
描
か
れ
る
と
い
う
こ
と
は
即
ち
、
こ
の
水
面
が
淡
水
の
内
水
面
で
あ

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
敦
煌
画
な
ど
通
常
は
海
や
山
岳
が
舞
台
に
な
る
）
20
（

日
想
観

の
水
面
に
、
こ
の
扉
絵
で
は
淡
水
域
特
有
の
漁
撈
具
の
網
代
（
ま
た
は
魞
）
を

描
き
込
む
こ
と
で
、
そ
こ
が
観
念
的
な
海
面
で
な
く
淡
水
の
湖
沼
や
池
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

か
つ
て
平
等
院
の
北
西
に
は
、
東
西
四
㌔
・
南
北
三
㌔
、
周
囲
十
六
㌔
、
面

積
八
百
㌶
の
広
大
な
巨
椋
池
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
図
④
）。

一
九
四
一
年
に
全
面
干
拓
さ
れ
た
が
、
元
は
宇
治
川
と
淀
川
が
流
入
す
る
古
代

以
来
の
要
衝
だ
っ
た
）
21
（

。
し
か
も
巨
椋
池
と
内
水
の
槙
島
で
は
魚
を
竹
簀
に
誘
い

込
む
定
置
漁
の
魞
漁
と
、
柴
木
を
水
面
に
立
て
魚
を
追
い
込
む
簗
漁
が
営
ま
れ

図③　  西扉の日想観図右面に描かれた
網代（学術的復元画『平安色彩
美への旅　よみがえる鳳凰堂の
美』平等院、2014年）
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て
い
た
）
22
（

。
従
っ
て
扉
絵
の
網
代
や
魞
の
描
写
も
、
そ
の
方
角
に
広
が
る
巨
椋
池

の
光
景
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　

当
時
洛
中
か
ら
宇
治
や
藤
原
氏
ゆ
か
り
の
南
都
の
興
福
寺
・
春
日
社
に
赴
く

場
合
、
水
路
な
ら
交
差
点
に
当
た
る
巨
椋
池
を
必
ず
通
過
せ
ね
ば
な
ら
ず
）
23
（

、
頼

通
自
身
も
巨
椋
池
を
訪
れ
た
記
録
が
あ
る
）
24
（

。
頼
通
ら
に
と
り
巨
椋
池
は
、
宇
治

と
密
接
で
、
そ
の
風
景
の
再
現
に
不
可
欠
の
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
宇
治
の
象
徴
「
網
代
」
を
、
実
景
と
同
方
向
の
扉
に
描
い
て
現
実

の
巨
椋
池
を
想
起
さ
せ
、
他
の
場
面
で
も
実
景
に
似
た
山
野
景
と
宇
治
を
思
わ

す
要
素
を
描
い
て
眼
前
の
風
景
と
重
ね
る
こ
と
で
、
扉
絵
の
中
と
外
が
地
続
き

の
世
界
を
作
り
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

絵
画
の
置
か
れ
た
場
の
実
景
を
画
中
に
描
く
手
法
は
他
に
も
確
認
で
き
る
。

旧
法
隆
寺
東
院
絵
殿
障
子
絵
の
「
聖
徳
太
子
絵
伝
」（
一
〇
六
九
年
）
は
、
斑

鳩
の
周
囲
の
地
勢
を
パ
ノ
ラ
マ
的
に
展
開
し
て
現
実
の
東
院
内
に
配
し
、
描
い

た
風
景
と
現
実
が
二
重
写
し
に
な
っ
て
い
る
）
25
（

。
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
山
中
羅
漢

図
に
描
か
れ
た
山
が
、
法
隆
寺
か
ら
西
を
望
見
し
た
際
の
稜
線
に
酷
似
し
て
い

る
と
の
指
摘
も
あ
る
）
26
（

。

　

頼
通
の
子
息
橘
俊
綱
は
、
宇
治
の
北
に
別
業
「
伏
見
亭
」
を
造
営
し
、
現
在

即
成
院
に
あ
る
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
像
を
安
置
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、

伏
見
亭
は
巨
椋
池
の
水
面
を
眼
下
に
収
め
る
位
置
に
あ
り
）
27
（

、
俊
綱
は
別
業
を
営

む
勝
地
の
条
件
を
「
眺
望
と
景
観
」
と
考
え
て
い
た
と
伝
わ
る
）
28
（

。
そ
の
た
め
、

宇
治
の
実
景
に
来
迎
聖
衆
の
群
像
を
重
ね
、
ジ
オ
ラ
マ
風
に
来
迎
場
面
を
再
現

し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
29
（

。
来
迎
聖
衆
と
山
岳
景
を
組
み
合
わ
せ
臨
場
感
を
演

図④　平等院と巨椋池周辺の地形（註　前掲書所収）
（
27
）
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出
す
る
俊
綱
の
構
想
は
、
鳳
凰
堂
扉
絵
に
描
か
れ
る
内
容
と
酷
似
し
、
あ
た
か

も
平
面
の
鳳
凰
堂
扉
絵
の
立
体
化
の
よ
う
で
あ
る
。
鳳
凰
堂
扉
絵
も
伏
見
亭
も
、

ま
さ
に
『
往
生
要
集
』
の
一
節
、「
彼
西
方
世
界
（
中
略
）
若
欲
見
時
、
山
川

渓
谷
、
尚
現
眼
前
」（
大
文
第
二
欣
求
浄
土
第
五
快
楽
無
退
楽
）
30
（

）
を
具
現
化
し

た
も
の
と
い
え
る
。
秋
山
氏
は
「
平
等
院
を
め
ぐ
る
宇
治
山
と
の
連
想
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
」
と
す
る
が
）
31
（

、
む
し
ろ
宇
治
山
そ
の
も
の
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
で
は
、
な
ぜ
宇
治
の
現
実
風
景
を
扉
絵
に
描
く
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、

そ
の
意
味
を
次
に
考
え
た
い
。

二
、
鳳
凰
堂
扉
絵
と
季
節
表
現

１
、
四
方
四
季
と
季
節
の
共
存

　

小
川
裕
充
氏
は
、
鳳
凰
堂
扉
絵
が
四
季
の
風
景
が
東
西
南
北
に
配
さ
れ
、
中

国
の
陰
陽
五
行
思
想
に
よ
り
四
方
に
春
夏
秋
冬
を
配
す
る
「
四
方
四
季
」
の
形

に
合
致
す
る
と
し
て
い
る
）
32
（

。
こ
の
「
四
方
四
季
」
観
念
は
、
平
安
時
代
に
庭
園

造
営
の
指
南
書
『
作
庭
記
』
を
通
じ
て
貴
族
層
に
浸
透
し
、
実
際
に
四
季
の
草

木
を
植
栽
す
る
「
四
季
の
庭
」
造
営
に
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ
る
）
33
（

。

　

確
か
に
形
式
は
中
国
陵
墓
と
共
通
す
る
も
の
の
、
鳳
凰
堂
は
阿
弥
陀
像
を
安

置
す
る
仏
堂
で
あ
り
、
そ
の
内
部
空
間
の
性
格
は
陵
墓
と
本
質
的
に
異
な
る
。

鳳
凰
堂
で
は
「
四
方
四
季
」
に
限
定
せ
ず
阿
弥
陀
堂
と
い
う
側
面
か
ら
も
扉
絵

の
配
置
の
意
味
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

実
は
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
期
の
仏
教
絵
画
に
は
、
異
な
る
季
節
が
同
時
に
描

か
れ
る
例
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
中
国
的
な
「
四

方
四
季
」
の
世
界
観
と
は
無
関
係
な
の
で
あ
る
。

　

代
表
例
は
禅
林
寺
蔵
の
国
宝
「
山
越
阿
弥
陀
図
」
だ
。
往
生
者
を
引
摂
す
る

阿
弥
陀
が
半
身
を
覗
か
せ
、
聖
衆
ら
が
山
裾
を
ま
い
て
到
来
す
る
。
山
裾
に
は

右
に
桜
花
、
左
に
は
紅
葉
し
た
楓
が
明
確
に
描
か
れ
る
。
季
節
の
異
な
る
桜
と

楓
が
同
時
に
咲
く
こ
と
は
現
実
に
は
あ
り
え
ず
、
こ
の
場
が
非
現
実
世
界
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。肥
田
路
美
氏
に
よ
る
と
、経
典
で
山
も
谷
も
な
く
「
平

ら
か
」
と
表
現
さ
れ
る
非
現
実
世
界
の
仏
国
土
に
対
し
、
身
近
な
存
在
の
山
岳

を
対
置
す
る
こ
と
は
、
そ
こ
が
現
世
だ
と
示
す
描
法
だ
と
い
う
）
34
（

。
従
っ
て
、
こ

の
山
景
は
現
世
を
意
味
し
、
聖
衆
の
来
臨
に
よ
り
現
実
か
ら
非
現
実
世
界
つ
ま

り
浄
土
に
一
変
し
た
こ
と
を
桜
と
楓
で
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
）
35
（

。

　

十
三
世
紀
の
法
隆
寺
蔵
「
六
角
厨
子
中
板
背
面
絵
・
観
音
浄
土
（
補
陀
落
山
）

図
）
36
（

」
も
同
様
だ
。
画
面
中
央
の
補
陀
落
山
中
腹
に
桜
の
花
と
紅
葉
し
た
樹
木
、

さ
ら
に
白
い
房
を
垂
ら
し
た
藤
の
花
が
明
瞭
に
描
か
れ
る
。
菩
提
流
支
訳
『
不

空
羂
索
神
変
真
言
経
』
巻
第
十
五
は
、
補
陀
落
山
の
光
景
を
こ
う
記
し
て
い
る
）
37
（

。

「
中
画
補
陀
洛
山
。
其
山
状
像
須
弥
山
王
。
山
有
九
嘴
状
開
蓮
華
。
其
当

心
嘴
円
大
平
正
。
画
諸
宝
樹
華
樹
藤
枝
花
葉
。
山
下
大
海
種
種
魚
獣
。
当

心
嘴
上
画
宝
宮
殿
楼
閣
宝
樹
山
上
。
殿
中
蓮
華
師
子
宝
座
。
座
上
不
空
羂

索
観
世
音
菩
薩
」

　

補
陀
落
山
を
描
く
場
合
は
「
画
諸
宝
樹
華
樹
藤
枝
花
葉
」、
も
ろ
も
ろ
の
宝

樹
や
華
樹
、
藤
の
枝
や
花
葉
を
描
く
よ
う
指
示
し
て
お
り
、
こ
こ
で
藤
の
花
が

描
か
れ
る
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
だ
が
、
と
も
に
描
か
れ
る
桜
や
紅
葉
に
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つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。
経
典
は
単
に
「
華
樹
」「
花
葉
」
を
「
画
く
」
と
述

べ
る
の
に
、
図
に
は
桜
と
紅
葉
も
描
い
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
観
音
浄
土
を
表
現
す
る
に
際
し
、
桜
と
紅
葉
と
い
う
四
季
を
象
徴

す
る
花
木
を
作
者
の
創
意
で
描
き
加
え
、
そ
こ
が
現
世
な
ら
ざ
る
浄
土
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
。こ
れ
以
外
に
、知
恩
院
の
国
宝
「
阿

弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
（
早
来
迎
）
38
（

）」
な
ど
筆
者
が
管
見
し
た
だ
け
で
も
多

く
の
例
が
あ
る
）
39
（

。

　

異
な
る
季
節
が
同
時
に
存
在
す
る
、
現
実
に
あ
り
え
な
い
光
景
が
他
界
や
浄

土
な
ど
理
想
世
界
を
表
す
と
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
ベ
ッ
ツ
ィ
ー
ナ
・
ク

ラ
イ
ン
氏
の
研
究
が
知
ら
れ
る
）
40
（

。
ク
ラ
イ
ン
氏
は
、
現
実
の
「
四
季
の
庭
」
に

「
浄
土
思
想
に
お
け
る
彼
岸
の
表
象
」
が
結
合
し
た
結
果
、
こ
の
特
殊
な
表
現

が
生
ま
れ
た
と
指
摘
す
る
。
辻
惟
雄
氏
も
「
四
季
は
浄
土
の
表
象
」
で
、
桜
と

楓
が
共
存
す
る
山
は
「
見
立
て
ら
れ
た
浄
土
」
だ
と
す
る
）
41
（

。

　

浄
土
や
他
界
な
ど
で
は
四
季
が
併
存
す
る
と
い
う
考
え
方
は
古
代
か
ら
中
世

の
物
語
や
説
話
で
も
頻
出
し
、
当
時
の
人
々
に
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
）
42
（

。

そ
れ
が
絵
画
に
も
描
か
れ
る
の
は
、
そ
の
認
識
が
古
代
や
中
世
び
と
の
常
識

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
陰
陽
五
行
思
想
に
基
づ
く
「
四
方
四
季
」
が
四
季
の
共

存
と
理
解
さ
れ
、
異
界
や
浄
土
の
様
相
と
結
び
つ
く
背
景
に
関
し
て
は
山
本
陽

子
氏
の
研
究
に
詳
し
い
）
43
（

。
た
だ
山
本
氏
は
、
経
典
中
に
根
拠
を
求
め
る
考
え
に

否
定
的
で
あ
る
。

２
、
四
季
の
併
存
と
浄
土

　

確
か
に
、
極
楽
の
様
子
を
記
し
た
『
無
量
寿
経
』
は
「
其
国
土
（
中
略
）
亦

無
四
時
春
夏
秋
冬
、
不
寒
不
熱
、
常
和
調
適
」
と
説
き
）
44
（

、『
往
生
要
集
』
も
「
冷

暖
調
和
、
無
有
春
秋
冬
夏
」
と
し
て
極
楽
浄
土
に
四
時
（
四
季
）
は
な
く
暑
く

も
寒
く
も
な
い
世
界
だ
と
述
べ
て
お
り
）
45
（

、
四
季
が
共
存
す
る
他
界
観
と
経
典
の

記
述
は
合
致
し
な
い
。

　

だ
が
極
楽
に
「
春
夏
秋
冬
の
四
季
は
な
い
」
と
す
る
経
説
は
字
義
通
り
解
す

る
の
で
な
く
、
四
季
の
変
化
、
す
な
わ
ち
「
季
節
の
循
環
」
が
な
い
こ
と
を
述

べ
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
四
季
が
な
け
れ
ば
季
節
の
推

移
も
生
じ
な
い
。
永
遠
不
変
の
存
在
で
あ
る
仏
が
統
べ
る
浄
土
も
永
遠
不
変
の

場
で
あ
り
、
変
化
や
時
間
の
推
移
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
四
季
や
時
間
の
推
移
が
な
い
永
遠
世
界
を
視
覚
的
に
表
示
す
る

の
に
最
も
効
果
的
な
の
は
、
四
季
を
表
す
景
物
を
並
列
し
、
逆
説
的
に
季
節
の

個
別
性
を
排
除
す
る
方
法
で
あ
る
。
夏
と
冬
が
同
居
す
る
時
、
そ
こ
は
夏
で
も

冬
で
も
な
い
。
季
節
の
推
移
が
な
く
常
住
す
る
浄
土
と
い
う
久
遠
の
時
空
間
が

巧
み
に
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
）
46
（

。
鳳
凰
堂
扉
絵
は
、
そ
の
世
界
観
が
投
影
さ
れ

た
早
い
事
例
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
頼
通
が
鳳
凰
堂
造
営
に
先
だ
っ
て
築
造

し
た
邸
宅
・
高
陽
院
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

　

寛
仁
二
年
（
一
〇
一
九
）
以
来
再
建
を
重
ね
た
高
陽
院
は
四
方
四
季
を
踏
ま

え
た
「
四
季
の
庭
」
を
備
え
た
と
さ
れ
、『
栄
花
物
語
』
で
も
「
こ
の
高
陽
院

の
有
様
、
こ
の
世
の
こ
と
と
見
え
ず
、
海
竜
王
の
家
な
ど
こ
そ
、
四
季
は
四
方

に
見
ゆ
れ
、
こ
の
殿
は
そ
れ
に
も
劣
ら
ぬ
さ
ま
な
り
」
と
記
さ
れ
る
）
47
（

。
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現
実
の
邸
宅
の
高
陽
院
を
、
四
方
に
四
季
を
備
え
る
海
竜
王
の
家
、
つ
ま
り

こ
の
世
な
ら
ざ
る
竜
宮
に
な
ぞ
ら
え
、
そ
の
美
麗
さ
を
称
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

太
田
静
六
氏
は
、
鳳
凰
堂
の
四
周
を
池
が
囲
む
形
式
と
高
陽
院
の
構
え
の
一
致

か
ら
、
鳳
凰
堂
の
構
成
は
高
陽
院
を
踏
ま
え
た
と
す
る
）
48
（

。

　

こ
の
「
竜
宮
」
は
古
来
、
浄
土
と
同
義
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば

保
延
六
年
（
一
一
四
〇
）
に
大
江
親
通
が
南
都
を
巡
礼
し
た
際
の
記
録
『
七
大

寺
巡
礼
私
記
』
薬
師
寺
条
で
は
、
薬
師
浄
土
さ
な
が
ら
に
荘
厳
さ
れ
た
金
堂
を

「
見
龍
宮
之
様
、
令
学
造
云
」
と
記
し
て
い
る
）
49
（

。『
日
本
三
代
実
録
』
引
用
の
貞

観
元
年
（
八
五
九
）
の
「
安
祥
寺
願
文
」
で
も
、「
初
建
此
伽
藍
、
布
湏
達
之
金
、

輪
奐
之
功
（
中
略
）
龍
宮
自
写
」
と
し
、
浄
土
を
思
わ
す
壮
麗
な
伽
藍
を
竜
宮

に
例
え
て
い
る
）
50
（

。
と
す
れ
ば
、
竜
宮
＝
浄
土
に
擬
せ
ら
れ
た
高
陽
院
を
踏
ま
え

た
鳳
凰
堂
に
配
さ
れ
た
四
季
に
は
、「
四
方
四
季
」
と
い
う
よ
り
浄
土
の
イ
メ
ー

ジ
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

留
意
し
た
い
の
は
、
季
節
を
表
す
要
素
が
連
続
す
る
点
で
あ
る
。
春
は
残
雪

や
芽
吹
き
始
め
た
柳
、
秋
で
は
淡
い
冠
雪
、
冬
は
散
り
残
る
紅
葉
と
い
う
よ
う

に
前
後
の
季
節
の
要
素
が
混
在
し
、
四
季
が
分
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
渾
然
と
し

た
一
体
性
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
鳳
凰
堂
扉
絵
に
お
い
て
、
巨
椋
池
な
ど
宇
治
の
実
景
を
思
わ
す

地
勢
や
宇
治
ら
し
い
景
物
が
季
節
の
連
続
性
の
中
で
表
現
さ
れ
る
の
は
、
季
節

が
異
な
る
風
物
を
同
一
空
間
に
描
く
こ
と
で
四
季
の
併
存
を
示
し
、
描
か
れ
た

場
所
を
「
こ
の
世
な
ら
ざ
る
世
界
」
に
見
立
て
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

此
岸
（
現
実
の
宇
治
）
と
地
続
き
に
描
か
れ
た
扉
絵
の
中
の
も
う
一
つ
の
此
岸

が
、
季
節
の
推
移
の
な
い
久
遠
の
浄
土
に
一
変
し
た
姿
を
堂
内
に
再
現
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
此
岸
が
浄
土
に
一
変
し
た
表
現
は
、
続
く
時
代
の
来
迎
図

で
も
し
ば
し
ば
確
認
で
き
る
）
51
（

。

　

四
季
が
併
存
し
一
体
化
し
た
扉
絵
の
配
置
は
、
鳳
凰
堂
の
内
部
空
間
の
構
想

と
密
接
に
か
か
わ
り
、
堂
内
で
の
礼
拝
作
法
と
も
不
可
分
と
思
わ
れ
る
。
続
い

て
、
そ
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
。

三
、
常
行
堂
と
し
て
の
鳳
凰
堂

１
、
平
面
構
成
の
特
殊
性

　

鳳
凰
堂
扉
絵
は
、「
四
方
四
季
」
も
踏
ま
え
つ
つ
、
同
時
代
に
共
有
さ
れ
た

季
節
同
在
の
他
界
観
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
こ
で
四
季

が
一
連
の
流
れ
と
し
て
表
現
さ
れ
る
背
景
に
は
、
阿
弥
陀
堂
と
し
て
の
性
格
が

関
係
し
て
い
る
。
鳳
凰
堂
は
、
桁
行
三
間
梁
間
二
間
の
身
舎
を
裳
階
が
取
り
巻

く
独
特
の
構
造
で
あ
る
。
一
般
に
阿
弥
陀
堂
は
求
心
的
な
平
面
で
、
天
台
止
観

の
行
法
で
あ
る
四
種
三
昧
中
の
常
行
三
昧
、
す
な
わ
ち
堂
内
の
阿
弥
陀
像
の
周

囲
を
行
道
し
て
仏
を
念
じ
る
た
め
の
常
行
三
昧
堂
に
起
源
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
円
仁
が
叡
山
東
塔
に
開
い
た
常
行
堂
の
求
心
的
な
形
が
、
浄
土
信
仰
の
拡

大
に
伴
っ
て
、
貴
顕
の
日
常
的
な
念
仏
三
昧
の
場
で
あ
る
阿
弥
陀
堂
に
変
化
発

展
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
）
52
（

。
山
岸
常
人
氏
は
、
一
間
四
面
の
阿
弥

陀
堂
は
三
間
四
面
の
常
行
堂
の
縮
小
形
で
あ
り
、
堂
内
で
は
阿
弥
陀
の
周
囲
の

行
道
が
基
本
だ
っ
た
と
す
る
）
53
（

。
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そ
れ
に
照
ら
す
と
鳳
凰
堂
の
平
面
構
成
も
求
心
的
形
式
を
踏
襲
し
て
い
る
。

鳳
凰
堂
の
身
舎
は
梁
行
二
間
だ
が
庇
は
な
く
、
外
周
の
裳
階
の
背
面
部
に
外
壁

と
扉
を
設
け
て
取
り
込
み
、
後
戸
を
形
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
後
戸
と
は

間
面
記
法
で
表
す
仏
堂
背
面
の
一
間
を
指
す
。
後
戸
に
よ
り
須
弥
壇
の
四
周
に

空
間
が
生
じ
、
三
間
四
方
の
求
心
構
造
と
な
る
。
つ
ま
り
裳
階
の
背
面
部
を
取

り
込
む
こ
と
で
須
弥
壇
の
周
囲
に
行
道
空
間
を
確
保
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
鳳
凰
堂
は
常
行
三
昧
堂
を
起
源
と
す
る
。
従
っ
て
拝
者
が
堂
内
で

阿
弥
陀
の
周
り
を
行
道
し
て
観
察
す
る
た
め
に
は
、
須
弥
壇
を
中
心
と
し
た
求

心
構
造
が
不
可
欠
で
あ
る
。
実
際
に
鳳
凰
堂
の
落
慶
供
養
で
は
「
有
仏
壇
結
界

云
々
、
大
僧
正
被
奉
仕
、
次
有
行
道
習
礼
」（『
定
家
朝
臣
記
』）「
平
等
院
内
新

堂
供
養　

唄
。
散
花　

大
行
道
」（『
舞
楽
要
録
』）
の
よ
う
に
行
道
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

太
田
博
太
郎
氏
は
、
平
等
院
の
仏
事
が
本
堂
で
行
わ
れ
、
持
仏
堂
の
鳳
凰
堂

に
は
多
人
数
の
入
堂
を
想
定
し
な
か
っ
た
と
し
）
54
（

、
水
野
敬
三
郎
氏
は
「
中
堂
の

プ
ラ
ン
は
阿
弥
陀
如
来
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
っ
て
僧
が
修
行
す
る
常
行
堂
の
伝
統

を
引
い
て
い
る
」
と
す
る
）
55
（

。

　

道
長
の
建
立
し
た
法
成
寺
は
、
桁
行
十
一
間
の
阿
弥
陀
堂
の
ほ
か
、
境
内
の

東
北
院
と
西
北
院
に
一
間
四
面
の
常
行
堂
が
付
随
し
た
）
56
（

。
一
方
、
平
等
院
で
は

常
行
堂
は
築
か
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
）
57
（

の
は
、
頼
通
に
と
っ
て
鳳
凰
堂
は
阿
弥

陀
堂
で
あ
り
常
行
堂
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
鳳
凰
堂
を
模
倣
し
た
と
さ

れ
る
鳥
羽
勝
光
明
院
阿
弥
陀
堂
も
常
行
堂
形
式
の
一
間
四
面
堂
だ
っ
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
）
58
（

。

　

当
時
、
阿
弥
陀
堂
が
常
行
三
昧
の
場
だ
っ
た
こ
と
は
、
白
河
天
皇
の
法
勝
寺

に
関
す
る
『
扶
桑
略
記
』
の
記
述
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
そ
こ
に
は
「
十
一
間

四
面
瓦
葺
阿
弥
陀
堂
一
宇
、
奉
安
置
金
色
丈
六
阿
弥
陀
如
来
像
九
躰
、
即
修
常

行
三
昧
之
業
」
と
あ
り
、
求
心
的
平
面
で
な
く
横
長
の
九
体
阿
弥
陀
堂
に
お
い

て
さ
え
、
常
行
三
昧
が
当
然
の
よ
う
に
修
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
）
59
（

。

　

杉
山
信
三
氏
も
「
仏
の
背
後
に
回
れ
る
工
夫
を
こ
ら
し
た
こ
と
は
、
阿
弥
陀

堂
と
し
て
常
行
三
昧
の
用
に
も
供
す
る
こ
と
を
考
え
て
の
こ
と
」
と
推
測
す
る
）
60
（

。

な
お
近
藤
謙
氏
は
、
来
迎
壁
が
あ
る
た
め
行
道
は
で
き
な
い
と
す
る
）
61
（

が
、
鶴
林

寺
常
行
堂
（
十
二
世
紀
中
頃
）
に
も
来
迎
壁
は
あ
り
、
行
道
と
来
迎
壁
の
有
無

は
無
関
係
と
思
わ
れ
る
）
62
（

。
そ
し
て
、
四
方
に
四
季
の
景
物
を
時
計
回
り
に
配
す

る
扉
絵
の
配
置
は
、
常
行
堂
と
不
可
分
の
行
道
作
法
に
も
適
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。２

、
右
繞
に
よ
る
行
道

　

鳳
凰
堂
内
陣
が
、
阿
弥
陀
像
を
中
心
に
し
た
行
道
に
適
っ
て
い
る
こ
と
は
天

喜
元
年
の
落
慶
供
養
の
記
録
か
ら
も
明
ら
か
だ
が
、
そ
の
際
の
規
範
と
し
て
、

イ
ン
ド
以
来
の
礼
拝
作
法
で
あ
る
「
右
遶
三
匝
」
の
原
則
に
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
仏
陀
に
対
し
右
肩
を
向
け
た
形
で
右
回
り
、
つ
ま
り
時
計
回

り
に
三
度
周
回
し
て
礼
拝
す
る
作
法
で
、
例
え
ば
「
金
剛
般
若
経
」
の
梵
文
和

訳
本
に
も
「
多
く
の
修
行
僧
た
ち
は
近
づ
い
て
師
の
両
足
を
頭
に
頂
き
、
師
の

ま
わ
り
を
右
ま
わ
り
に
三
度
ま
わ
っ
た
」
と
記
さ
れ
る
）
63
（

。
日
本
で
も
同
様
で
、

『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
に
は
、
東
大
寺
戒
壇
院
を
訪
れ
た
際
に
「
抑
受
戒
之
日
、
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戒
者
礼
塔
右
遶
三
匝
、
了
又
更
左
遶
三
匝
、
其
後
受
戒
了
、
左
遶
之
義
依
不
審

相
尋
処
」
と
左
回
り
す
る
様
子
を
筆
者
が
い
ぶ
か
る
記
述
が
あ
り
）
64
（

、
右
回
り
の

礼
拝
が
常
識
だ
っ
た
と
分
か
る
。
現
在
も
、
僧
侶
が
仏
事
で
堂
内
を
行
道
す
る

際
は
右
繞
の
原
則
が
守
ら
れ
て
い
る
。
鳳
凰
堂
で
も
、
こ
の
作
法
に
則
っ
て
行

道
し
た
と
考
え
る
と
、
堂
内
に
描
か
れ
る
扉
絵
は
春
（
北
）
夏
（
東
）
秋
（
南
）

冬
（
西
）
の
順
に
進
む
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
四
方
の
景
物
は
相
互
に
連
綿
と

続
き
な
が
ら
一
体
化
し
、
四
季
の
共
存
を
実
感
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

仏
後
壁
裏
側
や
仏
後
壁
で
遮
ら
れ
た
西
扉
な
ど
、
本
尊
の
背
後
に
回
り
込
ま

な
い
限
り
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
場
所
に
ま
で
景
物
や
日
想
観
が
描
か
れ
る
事

実
は
、
こ
れ
ら
が
堂
内
を
巡
り
な
が
ら
目
に
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
こ

と
を
示
す
。
鳳
凰
堂
の
四
方
の
壁
扉
絵
は
、
連
続
し
た
季
節
を
通
し
て
永
遠
を

可
視
化
し
、
行
道
を
通
じ
て
、
現
実
の
宇
治
に
重
ね
ら
れ
た
久
遠
の
浄
土
を
実

感
す
る
場
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
鳳
凰
堂
は
三
方
の
観
音
開
き
の
扉
を

開
け
放
つ
こ
と
が
多
い
が
、
観
音
開
き
は
開
く
と
内
側
が
百
八
十
度
反
転
し
て

外
を
向
き
、
内
側
の
絵
も
当
然
反
転
し
て
対
向
す
る
。
従
っ
て
左
右
の
扉
の
内

側
に
連
続
し
て
描
か
れ
た
絵
は
、
扉
を
閉
じ
た
状
態
で
な
い
と
意
味
を
な
さ
な

い
。
扉
を
閉
ざ
し
た
時
、
堂
外
の
実
景
を
思
わ
せ
る
自
然
景
と
四
季
の
景
物
は

一
連
の
画
像
と
な
っ
て
堂
の
内
と
外
を
結
び
つ
け
、
居
な
が
ら
に
し
て
極
楽
浄

土
が
実
感
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

持
仏
堂
で
本
尊
に
対
座
で
き
る
の
は
施
主
と
近
親
者
に
限
ら
れ
、
内
部
の
構

成
も
そ
の
意
向
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
。
頼
通
の
堂
内
で
の
振
る
舞
い
は
伝
わ

ら
な
い
が
『
栄
花
物
語
』
は
「
め
で
た
く
造
ら
せ
た
御
堂
」
に
頼
通
が
「
籠
り

お
は
し
ま
す
」
と
記
す
）
65
（

。
閉
扉
さ
れ
た
鳳
凰
堂
に
参
籠
し
、
弥
陀
を
想
念
し
行

道
す
る
頼
通
の
姿
を
し
の
ば
せ
る
記
述
で
あ
る
。

　

壁
面
に
四
季
を
配
し
、
宇
治
を
思
わ
す
風
景
に
浄
土
を
重
ね
た
鳳
凰
堂
の
内

部
空
間
に
は
、
さ
ら
に
重
要
な
役
割
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
を
次

に
検
討
し
た
い
。

四
、
密
教
修
法
と
現
世
浄
土

　

鳳
凰
堂
本
尊
・
阿
弥
陀
如
来
坐
像
の
印
相
は
定
印
と
呼
ば
れ
る
が
、
正
確
に

は
真
言
密
教
の
金
剛
界
曼
荼
羅
中
の
紅
玻
璃
阿
弥
陀
が
結
ぶ
妙
観
察
智
印
で
あ

る
。
像
内
に
は
、
阿
弥
陀
を
観
想
す
る
密
教
修
法
「
阿
弥
陀
法
」
に
お
け
る
根

本
儀
軌
、
不
空
訳
『
無
量
寿
如
来
観
行
供
養
儀
軌
』
に
示
さ
れ
る
真
言
の
阿
弥

陀
大
呪
小
呪
を
記
す
心
月
輪
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
金
子
啓
明
氏
が
明
ら
か
に

し
た
よ
う
に
）
66
（

、
こ
の
心
月
輪
の
墨
書
は
阿
弥
陀
法
に
お
け
る
正
念
誦
に
該
当
し
、

本
像
を
前
に
し
た
行
者
は
、
阿
弥
陀
法
を
修
す
る
こ
と
で
阿
弥
陀
と
の
一
体
化

と
浄
土
往
生
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
伊
東
史
朗
氏
は
、
定
朝
由

縁
の
皇
慶
に
よ
る
修
法
書
『
阿
弥
陀
私
記
・
丹
波
』
の
記
述
か
ら
、
定
印
を
結

ぶ
行
者
が
蓮
台
上
の
月
輪
と
阿
弥
陀
の
観
想
に
よ
り
極
楽
世
界
を
見
る
観
法
を

紹
介
し
、「
密
厳
浄
土
へ
の
往
生
に
関
す
る
皇
慶
の
考
え
が
定
朝
に
伝
わ
り
鳳

凰
堂
阿
弥
陀
像
が
成
立
」
し
た
と
指
摘
す
る
）
67
（

。

　

だ
が
大
小
呪
の
所
依
経
典
の
『
供
養
儀
軌
』
に
は
定
印
に
よ
る
功
徳
だ
け
で

な
く
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
見
ら
れ
る
。
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「
結
如
来
拳
印
。
以
左
手
四
指
握
拳
。
直
竪
大
指
。
以
右
手
作
金
剛
拳
。

握
左
大
指
甲
（
中
略
）
如
来
拳
真
言
曰
由
結
此
印
及
誦
真
言
加
持
威
力
故
。

即
変
此
三
千
大
千
世
界
。
成
極
楽
刹
土
（
中
略
）
現
生
毎
於
定
中
。
見
極

楽
世
界
（
後
略
）
68
（

）」

　

如
来
拳
印
と
真
言
の
威
力
は
現
実
の
三
千
世
界
を
即
座
に
極
楽
浄
土
に
変
え

る
。
行
者
が
如
来
拳
印
を
結
び
弥
陀
の
大
小
呪
を
唱
え
た
瞬
間
、
眼
前
の
現
世

が
そ
の
ま
ま
浄
土
と
な
り
、
即
座
に
極
楽
往
生
を
遂
げ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

津
田
徹
英
氏
に
よ
る
と
、
密
教
で
は
「
如
来
拳
印
」
を
智
拳
印
と
同
一
視
し
、

台
密
の
十
一
世
紀
の
口
伝
書
『
三
昧
流
口
伝
集
』
に
「
如
来
拳
印
者
即
智
拳
印

也
」
と
記
さ
れ
る
と
い
う
）
69
（

。
従
っ
て
、
こ
こ
で
い
う
如
来
拳
印
の
威
力
は
智
拳

結
印
の
威
力
と
し
て
理
解
で
き
る
。

　

阿
弥
陀
如
来
像
の
光
背
頂
上
部
に
は
、
智
拳
印
を
結
ぶ
金
剛
界
大
日
如
来
化

仏
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。
現
在
の
像
は
近
世
の
補
作
で
当
初
か
ら
の
金
剛
界

像
付
置
を
疑
う
見
方
も
あ
る
が
）
70
（

、
そ
も
そ
も
平
等
院
の
本
尊
は
本
堂
の
大
日
如

来
で
あ
り
、
そ
の
本
堂
と
鳳
凰
堂
は
並
列
的
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
近
年
、

半
丈
六
像
の
も
の
と
思
わ
れ
る
智
拳
印
の
腕
の
木
造
残
欠
が
寺
内
で
発
見
さ
れ
、

定
朝
作
の
当
初
本
尊
の
大
日
像
の
一
部
に
比
定
す
る
見
方
が
提
出
さ
れ
て
い
る
）
71
（

。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
光
背
に
は
当
初
か
ら
金
剛
界
大
日
が
伴
い
、
両
者
一

体
で
阿
弥
陀
法
の
法
義
を
体
現
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
か
る

功
徳
の
心
月
輪
を
胎
内
に
蔵
し
た
阿
弥
陀
像
を
前
に
定
印
を
結
ぶ
阿
弥
陀
法
の

観
想
作
法
が
修
さ
れ
、
如
来
拳
印
に
よ
る
浄
土
往
生
が
祈
ら
れ
た
と
考
え
れ
ば
、

光
背
頂
で
智
拳
印
を
結
ぶ
大
日
像
は
阿
弥
陀
像
に
ま
つ
わ
る
法
儀
の
象
徴
と
も

言
え
る
。

　

閉
扉
し
た
鳳
凰
堂
内
で
は
、
胎
内
に
月
輪
を
蔵
し
た
阿
弥
陀
を
前
に
定
印
と

如
来
拳
印
を
契
印
と
し
て
「
三
千
大
世
界
＝
そ
の
象
徴
と
し
て
の
宇
治
の
景

観
」
が
そ
の
ま
ま
浄
土
（
極
楽
刹
土
）
と
化
す
密
教
修
法
が
厳
修
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
際
、
宇
治
の
風
景
に
通
じ
る
扉
絵
は
阿
弥
陀
法
の
威
儀
と
一
体
と

な
り
、
頼
通
を
即
時
往
生
に
導
く
装
置
と
し
て
機
能
し
た
と
思
わ
れ
る
。
康
平

四
年
（
一
〇
六
一
）
の
、
頼
通
の
娘
寛
子
に
よ
る
平
等
院
多
宝
塔
の
供
養
願
文
）
72
（

は
、
そ
の
信
仰
世
界
を
端
的
に
伝
え
る
。

「
平
等
院
者
、
水
石
幽
奇
、
風
流
勝
絶
。（
中
略
）
爰
造
弥
陀
如
来
之
像
。

移
極
楽
世
界
之
儀
。
礼
月
輪
以
挙
手
者
、
仰
引
接
於
八
十
種
之
光
明
。
臨

露
地
以
投
歩
者
。
縮
往
詣
於
十
万
億
刹
土
」

　

平
等
院
は
風
光
明
媚
の
地
に
「
極
楽
世
界
之
儀
」
を
移
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
月
輪
を
拝
し
、「
手
印
を
結
ぶ
者
」
は
八
十
種
の
光
明
へ
と
引
接
さ
れ

十
万
億
土
の
彼
岸
が
間
近
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
「
極
楽
世
界
之
儀
」
は
仏
堂

と
庭
園
に
よ
る
浄
土
の
再
現
に
と
ど
ま
ら
ず
、
相
対
的
な
時
間
か
ら
解
放
さ
れ

た
浄
土
を
意
味
す
る
四
季
の
景
観
を
堂
内
に
再
現
す
る
こ
と
で
「
永
遠
な
る
極

楽
浄
土
の
儀
」
を
現
世
に
重
ね
合
わ
せ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　

た
だ
頼
通
は
自
己
の
往
生
の
み
を
願
っ
て
鳳
凰
堂
を
供
養
し
た
の
で
は
な
く
、

自
ら
の
罪
障
へ
の
懺
悔
と
近
親
者
へ
の
供
養
を
重
ね
た
と
思
わ
れ
る
。
次
に
、

鳳
凰
堂
の
信
仰
世
界
の
核
心
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
で
考
え
た
い
。
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五
、
鳳
凰
堂
内
陣
の
複
合
的
性
格

１
、「
宇
治
の
網
代
」
と
殺
生

　

古
来
、
網
代
は
宇
治
の
代
名
詞
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
網
代

を
使
っ
た
川
魚
漁
を
生
業
と
す
る
宇
治
川
流
域
の
漁
民
集
団
「
村
君
」
の
存
在

が
あ
っ
た
。「
宇
治
の
村
君
」
に
つ
い
て
は
網
野
善
彦
氏
の
研
究
に
詳
し
い
）
73
（

。

同
氏
に
よ
れ
ば
「
村
君
」
は
宇
治
川
流
域
の
内
水
面
を
漁
場
に
、
内
膳
司
御
厨

が
管
理
す
る
網
代
を
使
っ
て
古
代
か
ら
中
世
ま
で
淡
水
漁
を
営
み
、
天
皇
家
や

摂
関
家
に
贄
や
供
御
と
し
て
鮎
と
氷
魚
（
鮎
の
稚
魚
）
を
献
上
し
て
き
た
）
74
（

。
そ

の
拠
点
は
宇
治
川
と
巨
椋
池
の
接
点
の
槇
島
だ
っ
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
「
網
代
」
は
漁
獲
の
た
め
の
設
備
の
意
味
だ
け
で
な
く
、
漁
撈
集
団

を
通
じ
て
間
接
的
に
、
殺
生
と
い
う
罪
業
を
犯
し
て
い
る
事
実
を
象
徴
す
る
存

在
と
も
い
え
る
。『
小
右
記
』
の
次
の
一
文
は
、
漁
獲
の
供
御
を
受
け
て
い
た

氏
の
長
者
で
あ
る
道
長
や
頼
通
ら
が
、
網
代
に
よ
る
魚
類
殺
生
へ
の
罪
障
意
識

を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
端
的
に
伝
え
て
い
る
）
75
（

。

「
今
日
、
禅
室
於
宇
治
殿
被
行
八
講
（
中
略
）
被
供
養
法
華
経
四
巻
経
、

於
此
処
年
来
漁
獵
、
為
懺
其
罪
云
々
」

　

道
長
（
禅
室
）
は
、
自
身
や
諸
々
の
人
が
宇
治
川
で
犯
し
て
い
る
「
漁
獵
の

罪
」
を
懺
悔
し
魚
類
を
供
養
す
る
た
め
法
華
八
講
を
修
し
た
と
い
う
。
こ
の
罪

障
意
識
は
頼
通
も
同
様
で
、『
栄
花
物
語
』
は
次
の
よ
う
に
伝
え
る
）
76
（

。

「
関
白
殿
は
、
内
に
御
堂
め
で
た
く
造
ら
せ
給
て
、
籠
り
お
は
し
ま
す
。

網
代
の
罪
に
よ
り
て
や
、
宇
治
に
御
八
講
せ
ま
ほ
し
く
お
ぼ
し
め
す
」

　

頼
通
ら
が
殺
生
さ
れ
た
魚
類
を
供
養
す
る
の
は
、
仏
教
の
不
殺
生
戒
を
破
っ

た
こ
と
へ
の
懺
悔
を
意
味
す
る
が
、
で
は
、
な
ぜ
魚
類
を
殺
生
し
て
は
な
ら
な

い
の
か
。

　
『
梵
網
経
』
巻
上
・
菩
薩
戒
序
は
「
以
慈
心
故
行
放
生
業
、
一
切
男
子
是
我
父
、

一
切
女
子
是
我
母
、
我
生
生
無
不
従
之
受
生
、
故
六
道
衆
生
皆
是
我
父
母
、
而

殺
而
食
者
、
即
殺
我
父
母
亦
殺
我
故
身
」
と
説
い
て
い
る
）
77
（

。
畜
生
道
に
属
す
る

魚
類
や
動
物
は
自
分
の
父
母
が
輪
廻
し
た
姿
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
を
殺
生
し
食

す
る
行
為
は
父
母
の
殺
生
と
い
う
大
罪
に
当
た
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
仏
教
に

お
け
る
重
罪
の
五
逆
の
中
で
も
殺
母
行
為
は
筆
頭
の
大
罪
と
さ
れ
る
）
78
（

。
な
れ
ば

こ
そ
、
宇
治
の
村
君
か
ら
長
年
魚
類
を
献
上
さ
れ
て
き
た
権
門
の
当
主
頼
通
は
、

父
母
殺
生
に
も
つ
な
が
る
自
ら
の
罪
業
を
深
く
自
覚
し
た
上
で
、
懺
悔
と
滅
罪

の
た
め
に
法
華
経
を
供
養
し
、
鳳
凰
堂
の
下
品
上
生
図
や
日
想
観
の
扉
絵
に
網

代
を
あ
え
て
描
き
込
ま
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。

　
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
第
九
「
長
者
子
流
水
品
」
に
は
、
川
の
上
流
の
簗

を
使
っ
て
人
々
が
魚
を
取
る
漁
法
を
目
に
し
た
流
水
長
者
が
苦
し
む
魚
類
の
命

を
救
っ
た
説
話
が
示
さ
れ
て
い
る
）
79
（

。
網
代
や
簗
を
使
う
漁
法
は
、
法
華
経
を
初

め
と
す
る
漢
訳
経
典
に
魚
類
の
殺
生
や
放
生
に
関
わ
る
要
素
と
し
て
し
ば
し
ば

登
場
す
る
。
仏
へ
の
帰
依
を
表
白
す
る
場
で
あ
る
鳳
凰
堂
の
扉
絵
に
漁
撈
の
象

徴
の
網
代
を
描
き
込
む
こ
と
は
、
殺
生
の
罪
業
へ
の
深
い
自
覚
と
懺
悔
が
投
影

さ
れ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
下
品
上
生
図
で
朽
ち
た
網
代
の
傍
ら
に
描

か
れ
る
王
朝
装
束
の
男
性
像
は
甚
だ
示
唆
的
で
あ
る
。
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輪
廻
思
想
に
立
て
ば
父
母
や
近
親
者
の
転
生
し
た
姿
か
も
し
れ
ぬ
魚
類
の
殺

生
へ
の
罪
業
意
識
と
懺
悔
に
根
差
し
た
、
物
故
女
性
や
近
親
者
追
善
の
た
め
の

殺
生
禁
断
の
い
と
な
み
は
広
く
行
わ
れ
、
源
頼
朝
も
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）

に
「
為
亡
母
造
営
五
重
塔
婆
、
今
年
依
重
厄
禁
断
殺
生
」
と
し
、
亡
母
追
善
の

た
め
義
経
の
追
討
を
先
送
り
し
て
い
る
）
80
（

。
平
雅
行
氏
は
「
追
善
の
殺
生
禁
断
は

殺
罪
を
制
止
す
る
功
徳
を
死
者
に
廻
向
す
る
も
の
で
あ
り
、
殺
生
罪
業
観
に

拠
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
）
81
（

。

　

日
想
観
図
に
描
か
れ
る
唐
装
女
性
は
観
経
所
説
の
未
生
怨
説
話
中
の
韋
提
希

夫
人
と
思
わ
れ
る
が
、
仏
後
壁
前
面
に
描
か
れ
た
唐
装
の
一
行
を
頼
通
ら
に
な

ぞ
ら
え
る
見
方
）
82
（

に
従
え
ば
、
頼
通
の
近
親
女
性
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の

一
行
が
観
経
説
話
の
説
く
王
舎
城
の
父
王
と
阿
闍
世
太
子
に
擬
せ
ら
れ
た
道

長
・
頼
通
父
子
と
す
れ
ば
、
唐
装
女
性
は
阿
闍
世
の
母
・
韋
提
希
に
擬
さ
れ
た

頼
通
の
実
母
倫
子
に
他
な
ら
な
い
。
殺
生
と
懺
悔
の
象
徴
で
あ
る
網
代
を
描
き
、

母
倫
子
を
想
起
さ
せ
る
韋
提
希
の
姿
が
添
え
ら
れ
た
日
想
観
図
は
、
鳳
凰
堂
に

託
さ
れ
た
頼
通
の
切
実
な
祈
り
を
集
約
し
た
も
の
と
言
え
る
。

２
、
法
華
経
と
忉
利
天
往
生

　

頼
通
の
母
倫
子
の
生
涯
を
『
小
右
記
』
や
岩
井
隆
次
氏
の
研
究
）
83
（

か
ら
辿
る
と
、

源
雅
信
の
娘
に
生
ま
れ
た
倫
子
は
二
十
四
歳
で
道
長
に
入
嫁
。
彰
子
、
妍
子
、

威
子
や
嬉
子
、
頼
通
、
教
通
ら
六
子
に
恵
ま
れ
た
。
六
十
歳
前
後
で
病
を
得
て

「
日
来
被
悩
」
が
続
き
、
道
長
の
出
家
後
、
六
十
七
歳
で
出
家
。
道
長
の
建
立

し
た
無
量
寿
院
内
に
西
北
院
を
建
立
供
養
し
た
。
道
長
と
三
娘
に
先
立
た
れ
、

天
喜
元
年
（
一
〇
五
三
）
六
月
十
一
日
、
八
十
九
歳
で
没
し
た
。

　

こ
こ
で
、
倫
子
の
死
没
が
鳳
凰
堂
落
慶
と
同
年
、
し
か
も
供
養
が
あ
っ
た
三

月
の
僅
か
三
カ
月
後
で
あ
る
点
に
留
意
し
た
い
。
鳳
凰
堂
の
造
営
開
始
時
に
は

既
に
死
期
が
想
定
で
き
る
状
態
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
頼
通
の
鳳

凰
堂
発
願
に
当
た
り
、
高
齢
で
病
を
得
て
い
た
倫
子
の
存
在
が
無
関
係
と
は
考

え
に
く
い
。
頼
通
は
倫
子
の
古
稀
に
際
し
、
天
台
座
主
が
講
説
し
中
宮
が
行
啓

す
る
ほ
ど
盛
大
な
祝
宴
を
催
し
、
六
十
賀
の
催
し
は
「
過
差
甚
し
」
と
評
さ
れ

る
ほ
ど
実
母
に
心
を
砕
き
手
厚
く
遇
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
『
栄
花
物
語
』
は
道
長
の
法
華
経
供
養
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
）
84
（

。

「
年
頃
逍
遥
所
に
せ
さ
せ
給
へ
り
し
か
ば
、
そ
の
懺
悔
と
お
ぼ
し
め
し
て
、

法
花
経
、
四
巻
経
な
ど
か
ゝ
せ
給
て
『
十
千
の
魚
、
十
二
部
経
の
首
題
の

名
字
を
聞
ゝ
て
、
皆
忉
利
天
に
生
た
り
』
と
あ
り
。
況
や
五
日
十
座
の
程
、

講
ぜ
ら
れ
給
法
花
経
の
功
徳
、
い
み
じ
う
尊
し
（
中
略
）
殿
の
御
前
、
宇

治
河
の
底
に
沈
め
る
い
ろ
く
づ
を
網
な
ら
ね
ど
も
す
く
ひ
つ
る
か
な
と
仰

せ
ら
れ
た
る
に
」

　

こ
こ
で
は
、
宇
治
川
で
の
殺
生
の
犠
牲
と
な
っ
た
「
十
千
の
魚
」
が
法
華
経

の
功
徳
に
よ
っ
て
忉
利
天
に
転
生
で
き
る
と
す
る
教
え
に
道
長
が
感
銘
し
、
自

ら
の
懺
悔
と
魚
類
救
済
の
誓
願
を
重
ね
合
わ
せ
た
様
子
が
分
か
る
。
忉
利
天
往

生
と
は
、『
法
華
経
』
普
賢
勧
発
品
に
説
か
れ
る
も
の
で
、
法
華
経
を
書
写
し

た
者
は
命
終
時
に
忉
利
天
に
転
生
で
き
る
と
記
さ
れ
る
。

　

忉
利
天
は
須
弥
山
上
の
六
欲
天
の
第
二
天
に
あ
た
る
仏
母
摩
耶
夫
人
の
転
生

先
で
、
釈
迦
が
亡
母
の
た
め
に
赴
き
説
法
し
た
報
恩
供
養
を
象
徴
す
る
場
所
で
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あ
る
。
か
つ
て
拙
稿
で
指
摘
し
た
が
）
85
（

、
法
華
経
の
功
徳
に
よ
る
魚
類
の
忉
利
天

往
生
を
想
定
す
る
時
、
そ
こ
に
は
釈
迦
の
孝
恩
説
話
を
前
提
と
し
た
女
人
往
生
、

悲
母
供
養
の
意
識
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
栄
花
物
語
』
に
は

法
成
寺
で
の
法
華
八
講
の
際
、
頼
通
の
妹
妍
子
が
修
し
た
写
経
供
養
に
対
し
講

師
が
「
必
ず
忉
利
天
に
生
る
」
と
説
い
た
話
が
記
さ
れ
る
）
86
（

。
先
に
引
い
た
よ
う

に
、
頼
通
が
平
等
院
で
法
華
八
講
を
修
し
た
の
は
「
網
代
の
罪
」
に
よ
る
も
の

だ
が
、
そ
こ
に
も
殺
生
の
滅
罪
と
と
も
に
、
魚
類
す
な
わ
ち
肉
親
ら
の
忉
利
天

転
生
へ
の
願
い
が
当
然
重
ね
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
頼
通

と
同
腹
の
四
姉
妹
の
う
ち
三
人
が
、
い
ず
れ
も
鳳
凰
堂
落
慶
ま
で
に
相
次
い
で

物
故
し
て
い
る
事
実
（
嬉
子
＝
万
寿
三
年
〈
一
〇
二
六
〉、
妍
子
＝
同
四
年
〈
一

〇
二
七
〉、
威
子
＝
長
元
九
年
〈
一
〇
三
六
〉）
に
も
留
意
し
た
い
。

　
『
定
家
朝
臣
記
』
な
ど
に
よ
る
と
鳳
凰
堂
の
落
慶
法
要
は
「
被
准
御
斎
会
」

で
宮
中
行
事
の
御
斎
会
に
準
じ
た
内
容
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
神
居

文
彰
氏
は
、『
梵
網
経
』
が
「
父
母
兄
弟
和
上
阿
闍
梨
亡
滅
之
日
」
に
大
乗
経

律
を
読
誦
講
説
し
て
斎
会
す
べ
し
と
説
く
こ
と
を
踏
ま
え
、
御
斎
会
に
死
者
追

善
の
含
意
を
指
摘
す
る
。
鎮
魂
の
斎
服
を
用
い
る
新
嘗
祭
と
の
関
連
か
ら
御
斎

会
に
同
じ
機
能
を
想
定
し
、
落
慶
法
要
が
御
斎
会
に
準
じ
ら
れ
た
点
に
「
徳
政

と
追
善
へ
の
志
向
」
を
見
い
だ
す
の
だ
が
）
87
（

、
こ
れ
は
鳳
凰
堂
の
造
営
意
図
を
考

え
る
上
で
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
頼
通
の
願
意
に
は
、
こ
の
「
徳
政

と
追
善
へ
の
志
向
」
が
想
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

３
、
中
品
下
生
往
生
と
孝
養

　

扉
絵
の
網
代
の
描
写
が
象
徴
す
る
殺
生
の
罪
業
へ
の
懺
悔
と
悔
悟
、
父
道
長

以
来
重
ね
ら
れ
た
法
華
経
供
養
に
よ
る
魚
類
へ
の
回
向
は
、
頼
通
自
ら
の
滅
罪

と
往
生
を
願
う
作
善
行
為
で
あ
る
と
同
時
に
、
祖
先
や
父
母
、
と
り
わ
け
病
床

の
母
倫
子
へ
向
け
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
二
世
安
堵
と
忉
利
天
往
生
を
願
う
逆

修
の
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
老
母
に
向
け
た
孝
養
は
釈
迦
の
説

話
を
踏
ま
え
た
報
恩
行
為
な
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
鳳
凰
堂
扉
絵
は
観
経
の
九
品
各
段
を
経
文
と
共
に
描
く
が
、
中

品
下
生
段
だ
け
が
見
あ
た
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
秋
山
光
和
氏
は
仏
後
壁
後
面
に

下
品
下
生
図
と
共
に
描
か
れ
る
と
す
る
が
）
88
（

、
裏
付
け
る
痕
跡
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
冨
島
義
幸
氏
は
、
仏
後
壁
前
面
画
と
本
尊
、
雲
中
供
養
菩
薩
像
全
体
で

中
品
下
生
の
来
迎
を
表
す
と
す
る
が
）
89
（

、
扉
絵
の
阿
弥
陀
が
来
迎
印
で
あ
る
の
に

本
尊
は
定
印
で
あ
り
、
来
迎
の
姿
と
理
解
す
る
に
は
躊
躇
が
残
る
。
む
し
ろ
武

笠
朗
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
）
90
（

、
雲
中
供
養
菩
薩
は
極
楽
で
弥
陀
を
讃
歎
す
る
供
養

者
で
あ
り
、
本
尊
と
雲
中
菩
薩
、
扉
壁
画
な
ど
堂
内
の
荘
厳
全
体
で
極
楽
の
威

儀
を
表
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
）
91
（

。
中
品
下
生
が
描
か
れ
な
い
理
由

も
そ
こ
に
あ
る
。

　

観
経
の
中
品
下
生
段
は
、
往
生
者
の
要
件
を
次
の
よ
う
に
記
す
）
92
（

。

「
中
品
下
生
者
、
若
有
善
男
子
善
女
人
、
孝
養
父
母
、
行
世
仁
慈
。
此
人

命
欲
終
時
、
遇
善
知
識
、
為
其
広
説
阿
弥
陀
仏
国
土
楽
事
、
亦
説
法
蔵
比

丘
四
十
八
願
。
聞
此
事
已
、
尋
即
命
終
、
譬
如
壮
士
、
屈
伸
臂
頃
、
即
生

西
方
極
楽
浄
土
。
生
経
七
日
、
遇
観
世
音
及
大
勢
至
、
聞
法
歓
喜
、
経
一
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小
劫
、
成
阿
羅
漢
、
是
名
中
品
下
生
者
」

　

中
品
下
生
往
生
で
は
、
父
母
に
孝
養
を
尽
く
し
、
仁
慈
に
満
ち
た
徳
政
を
行

う
者
は
臨
終
の
際
、
屈
強
の
人
士
が
腕
を
屈
伸
す
る
ほ
ど
の
一
瞬
の
う
ち
に
極

楽
浄
土
に
「
即
生
」
す
る
の
だ
と
い
う
。
見
逃
せ
な
い
の
は
、
他
の
往
生
で
必

ず
示
さ
れ
る
阿
弥
陀
聖
衆
の
来
迎
が
、
こ
こ
で
は
示
さ
れ
な
い
点
で
あ
る
。
中

品
下
生
往
生
は
来
迎
引
接
で
な
く
往
生
者
自
身
に
よ
る
極
楽
へ
の
「
即
生
」
が

期
待
さ
れ
て
い
る
の
だ
。「
父
母
へ
の
孝
養
」
も
他
の
往
生
に
は
見
ら
れ
な
い
。

つ
ま
り
中
品
下
生
往
生
と
は
往
生
者
自
身
が
極
楽
に
「
即
生
」
す
る
プ
ロ
セ
ス

な
の
で
あ
る
。

　

頼
通
は
、
鳳
凰
堂
阿
弥
陀
像
を
密
教
の
阿
弥
陀
法
の
本
尊
と
捉
え
、
大
小
呪

を
記
し
た
月
輪
を
胎
内
に
納
置
し
た
。
そ
し
て
「
供
養
儀
軌
」
に
則
っ
て
観
察

し
た
阿
弥
陀
と
如
来
拳
印
を
媒
介
に
、
現
世
を
極
楽
浄
土
に
一
変
さ
せ
、
即
座

に
往
生
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
。
こ
の
即
座
の
往
生
と
い
う
観
念
は
、
観
経
の

中
品
下
生
段
の
「
即
生
」
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
聖
衆
の
引
摂
に
よ
ら
な
い

「
即
生
」
を
説
く
中
品
下
生
こ
そ
が
『
供
養
儀
軌
』
に
説
く
「
極
楽
刹
土
」
成

仏
に
ふ
さ
わ
し
い
と
頼
通
は
理
解
し
た
の
だ
。
そ
の
前
提
の
「
父
母
へ
の
孝
養
」

は
、母
倫
子
へ
の
報
恩
と
し
て
の
生
前
回
向
と
考
え
ら
れ
る
。仏
教
用
語
の
「
孝

養
」
は
先
孝
先
妣
供
養
を
意
味
す
る
。
ま
さ
に
「
徳
政
と
追
善
」
が
中
品
下
生

往
生
の
核
心
な
の
で
あ
る
。

　

頼
通
は
父
母
、
特
に
母
へ
の
生
前
回
向
と
い
う
形
で
観
経
の
説
く
孝
養
を
実

践
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
中
品
下
生
往
生
を
願
っ
た
。
そ
れ
は
、
観
経
十
三
観

の
一
場
面
で
あ
る
日
想
観
を
切
り
出
し
、
あ
え
て
描
き
込
ん
だ
網
代
に
宇
治
の

光
景
を
重
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
中
品
下
生
往
生
は
、
朽
ち

た
網
代
と
貴
族
男
性
が
描
か
れ
た
南
面
扉
絵
の
下
品
上
生
に
僅
か
に
勝
る
階
位

だ
が
、
そ
れ
が
自
ら
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
鳳
凰
堂
は
、
現

世
を
取
り
込
ん
だ
扉
絵
な
ど
堂
内
の
荘
厳
全
体
で
浄
土
を
現
出
し
、
観
経
の
中

品
下
生
に
よ
る
即
生
浄
土
を
表
現
し
た
も
の
な
の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
中
品
下
生
の

扉
絵
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

鳳
凰
堂
の
扉
絵
は
単
に
、
中
国
的
な
四
方
四
季
の
観
念
に
沿
い
、
大
和
絵
的

な
四
季
景
物
画
と
し
て
鳳
凰
堂
内
部
を
装
飾
し
た
の
で
は
な
く
、
彼
岸
で
は
四

季
が
同
在
す
る
と
い
う
当
時
の
人
々
に
共
有
さ
れ
て
い
た
世
界
観
を
踏
ま
え
た
、

現
世
で
の
浄
土
の
再
現
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
は
眼
前

の
宇
治
と
い
う
場
に
お
い
て
浄
土
往
生
が
叶
う
と
い
う
阿
弥
陀
法
の
修
法
と
常

行
堂
と
し
て
の
行
道
作
法
に
同
時
に
対
応
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

頼
通
が
平
等
院
で
法
華
経
供
養
を
営
み
、
殺
生
さ
れ
た
魚
類
の
忉
利
天
転
生

を
祈
る
時
、
そ
こ
に
は
亡
き
近
親
者
や
老
母
へ
の
回
向
と
孝
養
の
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
頼
通
は
、
網
代
が
象
徴
す
る
罪
業
と
輪
廻
か
ら

解
脱
し
即
座
の
往
生
を
果
た
す
こ
と
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。

註

（
1
）　

主
要
研
究
の
み
挙
げ
て
も
、
源
豊
宗
「
鳳
凰
堂
の
壁
画
」（『
仏
教
美
術
』
一
九
、
一



803（542）

九
二
三
年
）、
田
中
重
久
『
日
本
壁
画
の
研
究
』（
東
華
社
書
房
、
一
九
四
四
年
）、
福

山
敏
男
『
平
等
院
図
鑑
』（
桑
名
文
星
堂
、
一
九
四
四
年
）、
家
永
三
郎
『
上
代
倭
絵
全

史
』（
高
桐
書
院
、
一
九
四
五
年
）、
同
『
上
代
倭
絵
年
表
』（
墨
水
書
房
、
一
九
六
六
年
）、

秋
山
光
和
「
平
安
時
代
風
景
画
の
形
成
│
鳳
凰
堂
扉
絵
を
中
心
に
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』

二
九
、
一
九
五
三
年
）、
同
『
平
安
時
代
世
俗
画
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四

年
）、
佐
和
隆
研
「
鳳
凰
堂
の
扉
絵
と
壁
画
」（『
仏
教
芸
術
』
三
一
、
一
九
五
七
年
）、

松
下
隆
章
「
鳳
凰
堂
の
壁
画
に
つ
い
て
」（『
日
本
文
化
財
』
二
三
、
一
九
五
七
年
）、

田
口
栄
一
「
鳳
凰
堂
扉
絵
に
お
け
る
来
迎
表
現
と
観
経
九
品
往
生
義
に
つ
い
て
」（『
美

術
史
』
九
七
・
九
八
、
一
九
七
六
年
）、
秋
山
光
和
ほ
か
「
平
等
院
鳳
凰
堂
絵
画
の
研
究
」

（『
平
等
院
大
観
第
三
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）、
冨
島
義
幸
『
平
等
院
鳳
凰
堂　

現
世
と
浄
土
の
あ
い
だ
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
多
数
に
及
ぶ
。

（
2
）　

家
永
前
掲
書（
1
）

（
3
）　

大
原
嘉
豊
「
瀧
上
寺
本
九
品
来
迎
図
に
関
す
る
考
察
」（『
仏
教
芸
術
』
二
三
四
、
一

九
九
七
年
）。

（
4
）　

２
万
５
千
分
の
１
地
形
図
「
宇
治
」（
国
土
地
理
院
、
一
九
七
二
年
）

（
5
）　
『
国
史
大
辞
典
一
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）、『
広
辞
苑
』
第
三
版
（
岩
波
書

店
、
一
九
八
三
年
）

（
6
）　
「
万
葉
集
二
」（『
日
本
古
典
文
学
大
系
５
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
）。「
十
月
に

な
り
て
五
、
六
日
の
程
に
宇
治
川
へ
ま
う
で
給
ふ
。『
網
代
を
こ
そ
こ
の
頃
は
御
覧
ぜ

め
』
と
聞
ゆ
る
人
々
あ
れ
ど
」（
源
氏
物
語
「
橋
姫
」）
の
事
例
も
あ
る
。

（
7
）　
「
上
皇
自
鳥
羽
殿
御
幸
宇
治
平
等
院
、
乗
御
船
覧
網
代
則
還
御
」（『
中
右
記
』
寛
治

五
年
十
月
十
二
日
条
）

（
8
）　
「
古
今
和
歌
集　

雑　

喜
撰
法
師
八
番
」（『
日
本
古
典
文
学
大
系
８
』
岩
波
書
店
、

一
九
五
八
年
）

（
9
）　
「
巨
椋
池
周
辺
の
開
拓
」（『
宇
治
市
史
１
・
古
代
の
歴
史
と
景
観
』
宇
治
市
役
所
、

一
九
七
三
年
）

（
10
）　

秋
山
前
掲
書（
1
）『
大
観
』

（
11
）　
『
日
本
古
典
文
学
大
系
18
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
）

（
12
）　
『
日
本
古
典
文
学
大
系
28
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
）

（
13
）　
「
源
氏
物
語　

椎
本
」（『
日
本
古
典
文
学
大
系
18
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
）、「
與

諸
文
友
泛
船
於
宇
治
川
聊
以
逍
遥
」（『
本
朝
麗
藻
』
巻
下
、
群
書
類
従
八
）

（
14
）　

家
永
前
掲
書（
1
）

（
15
）　

横
田
忠
司
「
中
世
実
景
図
研
究
」（『
日
本
美
術
襍
稿
佐
々
木
剛
三
先
生
古
稀
記
念
論

文
集
』
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）

（
16
）　
「
名
所
事
、
以
伝
々
説
難
書
出
、
明
石
す
ま
非
幾
路
、
罷
向
各
見
某
所
、
書
進
絵
様
、

若
有
遅
々
者
恐
乎
」（
寺
島
恒
世
『
後
鳥
羽
院
和
歌
論
』、
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
年
）

（
17
）　
『
大
観
』
第
三
巻
で
秋
山
光
和
氏
は
「
四
季
絵
と
来
迎
表
現
を
一
体
化
し
た
卓
抜
な

意
匠
」
と
し
、
背
景
に
頼
通
の
和
歌
や
屛
風
絵
に
対
す
る
関
心
を
想
定
し
て
い
る
。

（
18
）　

荒
木
恵
信
「
国
宝
平
等
院
鳳
凰
堂
内
西
面
扉
絵
日
想
観
の
学
術
的
復
元
模
写
に
よ
る

保
存
に
関
す
る
研
究
」、
早
川
泰
弘
・
城
野
誠
治
「
平
等
院
鳳
凰
堂
西
面
扉
絵
『
日
想

観
図
』
の
図
像
と
彩
色
に
関
す
る
科
学
調
査
」（
と
も
に
『
鳳
翔
学
叢
』
六
、
二
〇
一

〇
年
）

（
19
）　

平
等
院
「
鳳
翔
館
」
で
二
〇
一
五
年
十
月
十
七
日
〜
十
二
月
十
八
日
、
西
面
扉
絵
の

蛍
光
Ｘ
線
写
真
の
描
き
起
こ
し
画
と
想
定
復
元
画
が
展
示
さ
れ
た
。
太
田
学
芸
員
に
よ

る
展
示
説
明
は
水
面
を
「
内
海
」「
大
海
原
」
と
表
現
し
て
い
た
。

（
20
）　

勝
木
言
一
郎
「
敦
煌
壁
画
の
観
経
変
相
日
想
観
図
に
み
る
山
水
表
現
と
そ
の
意
味
」

（『
初
唐
・
盛
唐
期
に
お
け
る
阿
弥
陀
浄
土
図
の
研
究
』
創
土
社
、
二
〇
〇
六
年
）

（
21
）　
『
巨
椋
池
干
拓
誌
』（
巨
椋
池
土
地
改
良
区
、
一
九
六
二
年
）

（
22
）　
『
巨
椋
池
の
民
俗
展
』
図
録
（
山
城
郷
土
資
料
館
、
一
九
九
一
年
）

（
23
）　

野
村
豪
漢
『
巨
椋
池
の
水
上
交
通
〜
十
一
、十
二
世
紀
に
お
け
る
貴
族
の
船
行
き
な
ど
』

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
論
文
、w

w
w
.asahi-net.or.jp/~w

r5t-nm
r/pub/m

aster/index.htm
l

）

（
24
）　
「
宮
の
宇
治
殿
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
殿
ま
ゐ
ら
せ
給
ひ
て
女
房
さ
そ
は
せ
給
ひ
て
を

く
ら
見
せ
さ
せ
給
」（『
康
資
王
母
集
』
注
釈
、
吉
原
栄
徳
『
和
歌
の
歌
枕
・
地
名
大
辞

典
』、
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
八
年
）

（
25
）　

太
田
昌
子
、
大
西
廣
「
景
観
復
元
図
」（
朝
日
百
科
日
本
の
国
宝
別
冊
『
国
宝
と
歴

史
の
旅
１　

飛
鳥
の
ほ
と
け　

天
平
の
ほ
と
け
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
）
太
田
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「
法
隆
寺
旧
絵
殿
本
聖
徳
太
子
絵
伝
の
二
つ
の
メ
デ
ィ
ア
」（『
文
学
』
第
十
巻
五
号
、

二
〇
〇
九
年
）

（
26
）　

松
田
真
平
「
法
隆
寺
金
堂
・
山
中
羅
漢
壁
画
の
復
元
に
関
す
る
研
究
」（『
デ
ザ
イ
ン

理
論
』
四
四
、
二
〇
〇
四
年
）

（
27
）　

本
中
眞
『
日
本
古
代
の
庭
園
と
景
観
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）

（
28
）　
『
今
鏡
』
巻
四
「
ふ
し
み
の
雪
の
朝
」

（
29
）　

井
上
大
樹
「
即
成
院
阿
弥
陀
迎
接
像
に
つ
い
て
」（『
美
術
史
学
』
二
八
、
二
〇
〇
〇

年
）

（
30
）　
『
日
本
思
想
大
系
六　

源
信
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）

（
31
）　

秋
山
前
掲
書（
1
）『
大
観
』

（
32
）　

小
川
裕
充
「
壁
画
に
お
け
る
〈
時
間
〉
と
方
向
性
│
慶
陵
壁
画
と
平
等
院
鳳
凰
堂
壁

扉
画
」（『
美
術
史
』
九
、
一
九
八
七
年
）。
小
川
は
慶
陵
墓
室
の
四
季
山
水
図
壁
画
が
、

上
か
ら
見
る
と
時
計
回
り
に
春
夏
秋
冬
の
順
に
な
る
こ
と
か
ら
、
鳳
凰
堂
と
慶
陵
は
と

も
に
陰
陽
五
行
思
想
に
基
づ
く
四
方
四
季
の
作
法
で
描
か
れ
て
い
る
と
し
、
そ
の
意
図

を
「
季
節
と
方
位
、
時
と
所
を
問
わ
な
い
阿
弥
陀
如
来
の
衆
生
済
度
の
大
慈
大
悲
の
行

を
表
現
す
る
、
確
固
た
る
宗
教
観
に
基
づ
い
た
も
の
」
と
す
る
。

（
33
）　

田
村
剛
『
作
庭
記
』（
相
模
書
房
、
一
九
六
四
年
）、
白
幡
洋
三
郎
編
『「
作
庭
記
」

と
日
本
の
庭
園
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
）

（
34
）　

肥
田
路
美
「
法
隆
寺
金
堂
壁
画
に
描
か
れ
た
山
岳
景
の
意
義
」（『
仏
教
芸
術
』
二
三

〇
、
一
九
九
七
年
）。
肥
田
は
初
唐
期
の
敦
煌
莫
高
窟
阿
弥
陀
五
十
菩
薩
図
や
法
隆
寺

金
堂
壁
画
の
阿
弥
陀
浄
土
図
で
は
背
後
に
山
岳
を
示
す
輪
郭
線
が
確
認
で
き
る
と
す
る
。

（
35
）　

中
野
玄
三
氏
は
「
山
越
阿
弥
陀
図
の
仏
教
思
想
史
的
考
察
」（『
悔
過
の
芸
術
』
法
蔵

館
、
一
九
八
二
年
）
で
画
中
世
界
が
密
巌
浄
土
に
一
変
し
た
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

（
36
）　

岡
崎
譲
治
編
『
日
本
の
美
術　

四
三　

浄
土
教
画
』（
至
文
堂
、
一
九
六
九
年
）

（
37
）　
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
二
十
部
・
密
教
部

（
38
）　
「
早
来
迎
考
│
穢
土
即
浄
土
の
表
現
」（『
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
五
輯
、

二
〇
一
〇
年
）
で
、
早
来
迎
の
自
然
景
に
は
桜
と
紅
葉
の
ほ
か
夏
冬
を
表
す
冠
雪
と
滝
、

清
流
が
確
認
で
き
、
四
季
が
併
存
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

（
39
）　

図
録
類
で
現
認
し
た
作
品
と
季
節
表
現
は
次
の
通
り
（
年
代
は
各
資
料
に
よ
る
）
▽

根
津
美
術
館
蔵
「
重
文
・
春
日
補
陀
落
山
曼
荼
羅
」（
十
三
世
紀
）
山
麓
に
桜
と
紅
葉

▽
石
川
・
本
土
寺
蔵
「
重
文
・
観
音
経
絵
」（
十
三
世
紀
）
三
悪
道
と
現
世
が
混
在
し

た
変
相
画
中
に
桜
と
紅
葉
▽
法
隆
寺
蔵
「
重
文
・
金
堂
阿
弥
陀
如
来
像
台
座
上
座
腰
鏡

板
絵
」（
十
三
世
紀
）
桜
と
紅
葉
、
冠
雪
し
た
山
景
▽
藤
田
美
術
館
蔵
「
国
宝
・
玄
奘

三
蔵
絵
」
巻
一
第
四
段
・
須
弥
山
（
十
四
世
紀
）
須
弥
山
中
腹
に
牡
丹
、
芙
蓉
、
桔
梗

▽
金
戒
光
明
寺
蔵
「
重
文
・
山
越
阿
弥
陀
図
付
属
地
獄
極
楽
図
屏
風
」（
十
四
世
紀
）

左
隻
の
地
獄
部
分
に
桜
と
紅
葉
▽
香
川
・
観
音
寺
蔵
「
重
文
・
琴
弾
宮
縁
起
絵
」（
鎌

倉
時
代
）
社
頭
に
桜
と
紅
葉
▽
石
山
寺
蔵
「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
巻
二
・
第
十
一
段
」（
十

四
世
紀
前
半
）
境
内
龍
穴
周
辺
に
桜
と
紅
葉
▽
東
大
寺
蔵
「
千
手
堂
本
尊
厨
子
奥
壁
・

補
陀
落
山
曼
荼
羅
」（
十
四
世
紀
後
半
）
山
麓
に
桜
と
紅
葉

（
40
）　

ベ
ッ
ツ
ィ
ー
ナ
・
ク
ラ
イ
ン
「
新
発
見
の
四
季
草
花
小
禽
図
屛
風
に
つ
い
て　

第
二

部
・
上
、
下
」（『
国
華
』
一
〇
四
七
、
一
〇
四
八
、
一
九
八
一
、
八
二
年
）

（
41
）　

辻
惟
雄
「
四
季
の
中
に
生
き
る
」（
展
覧
会
『
祝
福
さ
れ
た
四
季
』
図
録
、
千
葉
市

美
術
館
、
一
九
九
六
年
）

（
42
）　

文
学
作
品
で
四
季
の
併
存
が
記
さ
れ
る
初
例
は
、
十
世
紀
の
宇
津
保
物
語
巻
六
「
吹

上
」
に
登
場
す
る
「
神
南
備
の
種
松
の
庭
園
」
で
あ
る
。
同
様
の
記
述
は
十
一
世
紀
の

源
氏
物
語
に
登
場
す
る
「
六
条
院
の
庭
」
の
場
面
に
も
見
ら
れ
、
十
四
世
紀
の
「
源
平

盛
衰
記
巻
第
十
一
」
で
も
水
底
に
四
季
の
風
物
が
存
在
す
る
「
龍
宮
城
」
が
示
さ
れ
る
。

「
神
道
集
」（
巻
第
十
諏
訪
縁
起
）
で
は
「
城
郭
の
中
に
は
四
季
の
形
を
見
る
に
は
言
語

道
断
に
し
て
浄
土
な
ら
ま
し
」
と
あ
り
、
お
伽
草
子
「
浦
島
太
郎
」
で
も
「
竜
宮
城
」

の
要
件
に
四
方
四
季
を
示
す
。

（
43
）　

山
本
陽
子
「
異
界
の
季
節
表
現
│
春
秋
が
併
存
す
る
表
現
の
起
源
と
拡
が
り
」（『
西

垣
晴
次
先
生
退
官
記
念
・
宗
教
史
・
地
方
史
論
纂
』
刀
水
書
房
、
一
九
九
四
年
）。

（
44
）　
『
浄
土
三
部
経
上
・
大
無
量
寿
経
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
六
三
年
）

（
45
）　

前
掲
書（
33
）

（
46
）　

徳
田
和
夫
は
「
一
つ
処
や
場
所
に
四
種
の
季
節
を
共
存
さ
せ
て
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
四

季
を
把
握
し
て
一
年
間
を
望
見
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
（
中
略
）
無
季
節
を
意
味
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し
、
移
り
行
く
時
間
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
時
間
の
停
止
が
永
遠

を
象
徴
す
る
」
と
し
て
い
る
（『
お
伽
草
子
研
究
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
八
年
）。

（
47
）　
「
栄
花
物
語　

こ
ま
く
ら
べ
」（『
日
本
古
典
文
学
大
系
75
』
岩
波
書
店
、一
九
六
四
年
）

（
48
）　

太
田
静
六
「
宇
治
関
白
藤
原
頼
通
の
邸
宅
高
陽
院　

鳳
凰
堂
と
の
関
連
」（『
日
本
建

築
学
会
論
文
報
告
集
』
三
〇
七
号
、
一
九
八
一
年
）

（
49
）　
「
七
大
寺
日
記
・
七
大
寺
巡
礼
私
記
」（
藤
田
経
世
『
校
刊
美
術
史
料
寺
院
編
上
巻
』

中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
四
年
）

（
50
）　
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
元
年
四
月
十
八
日
条

（
51
）　

安
楽
律
院
の
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
（
鎌
倉
時
代
）
で
は
往
生
者
宅
の
池
に
鴛
鴦
が
描

か
れ
る
が
、
鴛
鴦
は
孔
雀
と
と
も
に
浄
土
を
象
徴
す
る
禽
類
で
あ
る
。

（
52
）　

清
水
擴
「
常
行
堂
と
阿
弥
陀
堂　

平
安
浄
土
教
建
築
に
つ
い
て
の
序
論
そ
の
１
」

（『
日
本
建
築
学
会
論
文
報
告
集
』
二
〇
六
号
、
一
九
七
三
年
）

（
53
）　

山
岸
常
人
『
中
世
寺
院
社
会
と
仏
堂
』（
塙
書
房
、
一
九
九
〇
年
）

（
54
）　

太
田
博
太
郎
「
平
等
院
鳳
凰
堂
と
藤
原
頼
通
」（『
平
等
院
大
観
第
一
巻
』
岩
波
書
店
、

一
九
八
八
年
）

（
55
）　

水
野
敬
三
郎
「
日
本
の
仏
教
彫
刻
と
そ
の
空
間
」（『
日
本
の
美
学
十
六　

空
間
』
ぺ

り
か
ん
社
、
一
九
九
一
年
）

（
56
）　

清
水
擴
『
平
安
時
代
仏
教
建
築
史
の
研
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
四
年
）

（
57
）　

杉
山
信
三
「
藤
原
氏
の
氏
寺
と
そ
の
院
家
」（『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
十
九
』

一
九
六
八
年
）

（
58
）　
「
敬
白
建
立
瓦
葺
二
階
一
間
四
面
堂
一
宇
、
奉
安
置
皆
金
色
一
丈
六
尺
阿
弥
陀
如
来

像
一
体
、
光
中
彫
刻
大
日
如
来
像
一
体
」（『
本
朝
続
文
粋
』
十
二
所
収
、
供
養
願
文
）

（
59
）　
『
扶
桑
略
記
』
承
暦
元
年
十
二
月
十
八
日
条

（
60
）　

杉
山
前
掲
書（
57
）

（
61
）　

近
藤
謙
「
平
等
院
鳳
凰
堂
内
部
空
間
の
機
能
に
つ
い
て
│
雲
中
供
養
菩
薩
像
を
中
心

に
」（『
佛
教
大
学
ア
ジ
ア
宗
教
文
化
情
報
研
究
所
研
究
紀
要
』
二
、
二
〇
〇
六
年
）

（
62
）　

井
上
充
夫
氏
に
よ
る
と
、
正
面
性
を
求
め
な
い
霊
山
寺
三
重
塔
初
層
に
も
来
迎
壁
が

設
け
ら
れ
て
い
る
（『
日
本
建
築
の
空
間
』
鹿
島
出
版
会
Ｓ
Ｄ
選
書
、
一
九
六
九
年
）

（
63
）　

中
村
元
・
紀
野
一
義
訳
注
『
金
剛
般
若
経
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
）

（
64
）　

前
掲
書（
49
）

（
65
）　
「
栄
花
物
語　

け
ぶ
り
の
後
」（『
日
本
古
典
文
学
大
系
76
』
岩
波
書
店
、一
九
六
四
年
）

（
66
）　

金
子
啓
明
「
鳳
凰
堂
阿
弥
陀
阿
弥
如
来
像
と
観
想
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
三
二
五
、

一
九
七
八
年
）

（
67
）　

伊
東
史
朗
「
院
政
期
仏
像
彫
刻
史
序
説
」（
京
都
国
立
博
物
館
編
『
院
政
期
の
仏
像
』

岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）

（
68
）　
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
十
九
巻
・
密
教
部

（
69
）　

津
田
徹
英
『
平
安
密
教
彫
刻
論
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
六
年
）

（
70
）　

紺
野
敏
文
「
阿
弥
陀
如
来
像
と
そ
の
荘
厳　

光
背
」（『
平
等
院
大
観
第
二
巻
』
岩
波

書
店
、
一
九
八
九
年
）

（
71
）　

神
居
文
彰
「
開
創
期
本
堂
本
尊
右
腕
部
及
び
仏
断
片
」（『
鳳
翔
学
叢
』
七
、
二
〇
一

一
年
）

（
72
）　
『
扶
桑
略
記
』
康
平
四
年
十
月
二
十
五
日
条

（
73
）　

網
野
善
彦
「
宇
治
川
の
網
代
」（『
日
本
中
世
の
非
農
業
民
と
天
皇
』
岩
波
書
店
、
一

九
八
四
年
）

（
74
）　
「
山
城
国
近
江
国
氷
魚
網
代
各
一
処
、
其
氷
魚
始
九
月
迄
十
二
月
卅
日
貢
之
」（『
延

喜
式
』
内
膳
司
項
）

（
75
）　
『
小
右
記
』
治
安
三
年
八
月
十
一
日
条

（
76
）　
「
栄
花
物
語　

け
ぶ
り
の
後
」（『
日
本
古
典
文
学
大
系
76
』
岩
波
書
店
、一
九
六
四
年
）

（
77
）　
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
二
十
四
巻
・
律
部

（
78
）　

中
村
元
『
広
説
佛
教
語
大
辞
典
』（
東
京
書
籍
、
二
〇
一
〇
年
）

（
79
）　
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
十
六
巻
・
経
集
部

（
80
）　
『
玉
葉
』
文
治
四
年
二
月
十
三
日
条

（
81
）　

平
雅
行
「
殺
生
禁
断
と
殺
生
罪
業
観
」（『
周
縁
文
化
と
身
分
制
』
二
〇
〇
五
年
、
思

文
閣
出
版
）

（
82
）　

秋
山
光
和
「
仏
後
壁
前
面
画
」（『
平
等
院
大
観
第
三
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）

（
83
）　

岩
井
隆
次
「
従
一
位　

源
倫
子
」（『
古
代
文
化
』
三
七
の
十
一
、
一
九
八
五
年
）、『
小



平
等
院
鳳
凰
堂
扉
絵
と
現
世
往
生

（545）800

右
記
』
治
安
三
年
四
月
十
五
日
条
、
同
十
九
日
条
、
同
年
十
月
十
三
日
条
、
長
元
六
年

十
一
月
二
十
八
日
条

（
84
）　
「
栄
花
物
語　

み
そ
ぎ
」（『
日
本
古
典
文
学
大
系
75
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
）

（
85
）　
「
金
字
写
経
の
意
味
す
る
も
の
│
法
華
経
を
中
心
と
し
て
│
」（『
早
稲
田
大
学
文
学

研
究
科
紀
要
』
五
九
輯
、
二
〇
一
四
年
）

（
86
）　
「
栄
花
物
語　

も
と
の
し
づ
く
」（『
日
本
古
典
文
学
大
系
75
』
岩
波
書
店
、
一
九
六

四
年
）

（
87
）　

神
居
文
彰
「
御
斎
会
に
准
じ
た
儀
礼
」（『
密
教
研
究
』
三
二
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
）

（
88
）　

秋
山
光
和
「
平
等
院
鳳
凰
堂
絵
画
の
研
究
」（『
平
等
院
大
観
第
三
巻
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
二
年
）

（
89
）　

冨
島
前
掲
書（
1
）

（
90
）　

武
笠
朗
「
平
等
院
鳳
凰
堂
阿
弥
陀
如
来
像
と
藤
原
頼
通
」（『
イ
メ
ー
ジ
と
パ
ト
ロ
ン　

美
術
史
を
学
ぶ
た
め
の
23
章
』、
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
九
年
）

（
91
）　

須
弥
壇
を
極
楽
で
弥
陀
が
座
す
宝
地
に
擬
す
る
見
解
が
最
近
提
出
さ
れ
て
い
る
。

（
皿
井
舞
「
鳳
凰
堂
須
弥
壇
の
美
術
史
的
考
察
」『
平
等
院
鳳
凰
堂
内
光
学
調
査
報
告
書
』

東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
）

（
92
）　
『
浄
土
三
部
経
下　

観
無
量
寿
経
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
六
四
年
）


